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＜歯科医療従事者向け動画＞

日々の学びに役立つ
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歯科治療、症例を動画で学ぼう!

毎日忙しい診療の中での先生方は、「歯髄を保存すべきか否か」「処置後の予後を良好に
するにはどうするべきか」など、判断に悩む症例に出会った経験があるのではないでしょうか。 
こちらの動画は滋賀県長浜市で開業されている泉英之先生に歯髄保存の原則、診断と

治療方針、う蝕除去の実際、直接・間接覆髄、仮封から最終修復までエビデンスと臨床ケースで
解説していただいたMinimal Intervention の永久保存版の動画です。 

歯髄保存の科学と臨床を全 11 シリーズ12時間にわたりお話をいただいた動画で
ぜひ目の覚めるような知識のアップデートをご堪能ください。

略歴
2000年　日本大学松戸歯学部卒業
2000年　日本大学松戸歯学部　歯科補綴学第Ⅲ講座
2004年　西本歯科医院
2021年　泉歯科医院

所属学会・資格・役職など
・日本自家歯牙移植・外傷歯学研究会
・国際外傷歯学会（International Association of Dental Traumatology）
・米国歯内療法学会（American Association of Endodontists）
・米国歯周病学会（American Academy of Periodontology）
・日本ヘルスケア歯科学会
・日本歯内療法学会

重要なエビデンスとたくさん

の臨床動画を詰め込みました。

お楽しみください！

治る歯髄 治らない歯髄
- 歯髄保存の科学と臨床 -
State of the art science of Vital Pulp Therapy

全 11回の動画講座！

オピニオンリーダーによる

泉 英之

特設動画ページは
こちらから→

先生
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簡単・無料登録

新規登録フォームから簡単登録！ Facebook アカウントでも！

ドクターブックアカデミー 検索

お名前、メールアドレス等の簡単な情報を記入していただき登録
しますと、その登録いただいたメールアドレスとパスワードで、
トップページからログインできます。

新規登録（無料）
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歯髄を保存するか否かの判断は非常に困難。第 5 回に引き続き
実際に行う歯髄の診査診断 について、臨床疫学の視点から詳し
く解説

う蝕除去を行う基準について。検知液や CR の接着を良くする
にはどうすればいいのかな ど、さまざまな視点から解説。

抜髄するか、歯髄を保存するか。歯髄を保存する場合には、直
接覆髄と間接覆髄のどちら を選択するかなど。手技だけでなく
実験や研究結果、材料・器具などもご紹介。

感染を起こした生活歯髄を、断髄によって保存する場合につい
て。 断髄を行う上で重要な適応症や、メリットについて、実際
の症例や研究結果などを基に詳 しく解説。その他、応用編も。

露髄の大きさと予後との関係、覆髄材の選択について。覆髄の
成功率などについてもお 話。ご自身の経験に加え、論文・研究
結果なども用いて徹底解説。

最終修復のプレゼンテーション。治療失敗の原因となる要素や
修復材料ごとの術式など 詳しく解説。

第１回 「なぜ歯髄保存なのか？」
第２回 「歯髄治癒のゴール」
第３回 「歯髄治癒の原則」
第４回 「歯髄の診断１」
第５回 「歯髄の診断２」
第６回 「歯髄の診断３」
第７回 「う蝕除去」
第８回 「間接覆髄」
第９回 「直接覆髄１」
第 10 回 「直接覆髄２」
第 11 回 「最終修復」

↓ 会員登録はこちらから ↓ 

全１１回

治る歯髄 治らない歯髄
- 歯髄保存の科学と臨床 -
State of the art science of Vital Pulp Therapy

歯髄保存について治療前後のレントゲン写真や口腔内写真など
を用いた説明に加え、情報 収集において押さえておくべきポイ
ントもご紹介。
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外傷やう蝕によって露髄した歯髄を温存するに至った判断材料
について、実際の症例を用 いて詳しく解説。

歯髄治癒の判断に有効活用できる資料などもご紹介。日々の臨
床においてとても参考になる講義内容。

露髄した歯髄神経を保存することが可能かの診断について。ま
た、保存不可能であった症 例の紹介や参考にした文献・臨床研
究についても詳しく説明。

治る歯髄と治らない歯髄の見極め方についての講義。経験に基
づいた見極め方や、判断が 難しいもの、壊死した歯髄と健全な
歯髄との違いなど解説。


